
第7期 第3回 市民活動サポートセンター運営協議会活動促進部会活動報告書 作成日：2024/9/13

活動 期間 主な担当者 活動の内容 進捗% ステータス コメント

事業企画グループ 2024/7 - 2025/4 廣田・森・依田 部会として実施するイベントの企画・運営を担当する 50 進行中
公募型市民交流会については、実際の募集を開始した。市民活動はじめの

一歩ワークショップ企画については具体的な検討に入っている。

市民大学との連携

グループ
2024/7 - 2025/4 斎木

部会として企画された各イベントについて、市民大学との連携

方法を検討する
0 準備中

市民大学との直接交渉はできないので、市民協働課を通じて協力依頼をす

る

情報発信グループ 2024/7 - 2025/4 柿崎・南山
市民活動サポートセンター運営協議会としての情報発信のあり

方やその手法・役割分担などを整理して運用方法を検討する。
35 進行中

現在運用している情報発信媒体について、配信目的・配信先などについて

整理・検討を進めている。

X の運用についても議論している。配信などの運用は南山委員が主に担当

している。

市民力発見サイトやだより「しみんりょく」の位置づけなどについても検

討する。

「しみんりょく」については 12 月号を休刊として掲載内容や配信方法に

関するニーズ調査をアンケート形式で調査する。

項目

総括状況

事業企画グループ

市民大学との連携

グループ

情報発信グループ

活動Ｄ

＜その他 連絡・確認・提案・相談事項＞

各グループ今年度に取り組む課題や論点を整理し検討を開始している。

部会内での議論の進捗状況は、報告書などの形でメーリングリストで共有と共に部会 HP にも掲載したいと考えている。

＜活動進捗状況：総括・個別＞

＜活動の全体状況＞

柿崎委員によって整理された情報発信媒体の現状について議論した。

当日の議論の内容もふまえて、再度それぞれの手法の役割を明確化するとともに想定発信・発信内容・運用方法

などについてさらに検討することになった。

検討課題

今年度の事業は準備期間が十分取れなかったものもあり、過去の形態をそのまま継続し

ているものもある。次年度実施するものについては、ベースの部分から再検討すること

になる

今年度の公募型市民交流会企画については、前年に実施したものをベースにしている

が、次年度については再検討が必要な部分もある。スタートアップ事業については今後

詳細な内容検討を行って 2025 年度前半での実施を目指す。

今年度企画された公募型市民交流企画について、市民大学との連携方法を検討する

思った以上に複数の発信媒体が市民活動サポートセンター運営協議会の情報発信に利用

されていることが分かり、それぞれの媒体の特性に合わせた役割分担の整理が必要であ

ることが分かった。また、「しみんりょく」の休刊期間を利用してニーズ調査を実施

し、その結果に基づいた新しい内容や発行方法を検討する。

活動進捗状況

2024 年度内の部会として取り組み内容を整理するとともに、部会で実施する事業の改善点や協議会が運用する

複数の情報発信媒体に関する論点を整理する

2024 年度については公募型市民交流企画を実施する。また、次年度前半で実施を予定している市民活動スター

トアップ企画についても検討している。

事業企画グループからの企画案の提案をまって、市民大学との連携方法を検討する

資料６


